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平
成
25
年
度
の
幼
稚
園
入
園
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

①
平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

20
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内（
園
区
）に
住
民
登
録
し
て

い
る
幼
児

②
平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

21
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内（
園
区
）に
住
民
登
録
し
て

い
る
幼
児

※
た
だ
し
、
②
は
三
江
・
三
方
・

清
滝
幼
稚
園
を
除
く

※
五
荘
幼
稚
園
と
奈
佐
幼
稚
園
は

再
編
し
、（
仮
称
）五
荘
・
奈
佐

地
域
幼
稚
園
に
な
り
ま
す
。

※
八
条
・
港
東
・
港
西
幼
稚
園
は

市
立
認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
ま

す
。
認
定
こ
ど
も
園
の
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

11
月
下
旬
に
各
家

庭
へ
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
各
幼
稚
園
に
申
し

と
な
り
ま
す
。

▽
対
象　

保
護
者
の
労
働
や
病
気

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
内
で
保
育

で
き
な
い
就
学
前
の
児
童

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
ま

た
は
市
内
各
保
育
園
で
配
布
す

る
申
込
書
類
に
記
入
の
上
、
い

ず
れ
か
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
30
日（
金
）〜

12
月
20
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
入
所
決
定　

平
成
25
年
1
月
下

旬
に
面
接
、
3
月
上
旬
に
入
所

内
定
予
定

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

4
4
5
2
ま
た

は
各
保
育
園

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
の
認
定
こ

ど
も
園
入
園
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る
保

育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
す
。

　

平
成
25
年
4
月
に
八
条
認
定
こ

ど
も
園
お
よ
び
港
認
定
こ
ど
も
園

が
開
園
し
ま
す
。

▽
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
児
）　

保
育

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）　

園
区

に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
入
園

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
児
童

▽
申
込
方
法

①
こ
ど
も
育
成
課
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
市
内
各
保
育
園
、

ま
た
は
市
内
各
認
定
こ
ど
も
園

で
配
布
す
る
申
込
書
類
に
記
入

の
上
、
希
望
の
園
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②
11
月
下
旬
に
各
家
庭
へ
案
内
文

書
を
郵
送
し
ま
す
。
入
園
を
希

望
の
方
は
、
希
望
の
園
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
30
日（
金
）〜

12
月
20
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

4
4
5
2
ま
た

は
城
南
・
港
保
育
園
、
八
条
・

港
東
・
港
西
幼
稚
園
、
各
認
定

こ
ど
も
園

平
成
25
年
度
　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
指
定
園

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
30
日（
金
）〜

12
月
10
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

4
4
5
2
ま
た

は
各
市
立
幼
稚
園

※
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
の
入
園
は
直
接
、
園
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

産
前
・
産
後
休
暇
明
け
、
育
児
休

業
復
帰
な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中

に
入
園
を
希
望
す
る
方
も
、
こ
の

機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

児
童
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
保

育
園
で
も
申
し
込
め
ま
す
が
、
森

本
へ
き
地
保
育
園
は
、
竹
野
南
小

学
校
区
在
住
の
児
童
の
み
が
対
象

市
立
幼
稚
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

〈保育園一覧〉
地域 保　育　園　名 対象年齢

豊岡
〔公立〕西・東保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月～就学前児童

〔私立〕みえ・チャイルドハウス保育園 ３カ月～就学前児童
竹野〔公立〕森本へき地保育園 ３歳～就学前児童

日高
〔私立〕八代・蓼川・蓼川第二・
　   　  静修・三方保育園 ６カ月～就学前児童
〔公設民営〕清滝・西気保育園

出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月～就学前児童

〈認定こども園一覧〉

認定こども園名
対象年齢

長時間児
（保育園児）

短時間児
（幼稚園児）

私立 城崎こども園

　６カ月～
就学前児童 ４・５歳児

（就学前２年
以内の児童）

こくふこども園

公立

八条認定こども園
港認定こども園
竹野認定こども園
合橋認定こども園
高橋認定こども園 11カ月～

就学前児童資母認定こども園



広報とよおか　2012.11.253

　

市
民
会
館
で
は
、
利
用
者
の
安

全
安
心
を
確
保
し
、
よ
り
快
適
で

利
用
し
や
す
い
施
設
と
す
る
た
め
、

平
成
25
〜
26
年
度
に
か
け
て
、
会

館
棟
、
ホ
ー
ル
棟
、
お
よ
び
歩
道

橋
の
耐
震
補
強
工
事
と
、
併
せ
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
れ
に
伴
い
工
事
期
間
中

は
休
館
と
な
り
ま
す
。

▽
休
館
期
間（
予
定
）

・
会
館
棟　

平
成
25
年
11
月
20
日

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

放
課
後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
の

健
全
な
育
成
と
、
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

1
年
間
を
通
し
て
利
用
を
希
望

す
る
方
が
対
象
で
す
。
育
児
休
業

復
帰
な
ど
で
、
年
度
途
中
か
ら
の

利
用
を
希
望
す
る
方
も
こ
の
期
間

中
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
申

込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
お
よ

び
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
置
い

て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
の
小
学
校
に
就
学

す
る
放
課
後
留
守
家
庭
児
童
。

受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
幼
稚
園
児（
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
児
と
平
成
24
年
度

以
降
、
2
年
制
保
育
と
な
っ
た

幼
稚
園
の
4
歳
児
は
除
く
）

▽
利
用
時
間　
午
後
6
時
30
分
ま
で

※
幼
稚
園
児
は
午
後
4
時
ま
で

▽
申
込
期
間　

11
月
26
日（
月
）〜

12
月
10
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29

0
0
5
3

（
水
）〜
平
成
26
年
3
月
31
日

（
月
）

・
ホ
ー
ル
棟　

平
成
26
年
1
月
20

日（
月
）〜
6
月
30
日（
月
）

　

現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の

実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
工
事
内
容
は
、
外
壁
の
全

面
補
修
、
会
館
棟
お
よ
び
ホ
ー
ル

棟
の
ト
イ
レ
・
窓
枠
改
修
、
会
議

室
お
よ
び
通
路
な
ど
の
床
面
張
替
、

ホ
ー
ル
楽
屋
改
修
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

何
か
と
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽
新
装
オ
ー
プ
ン
予
定
日

・
会
館
棟　

平
成
26
年
4
月
2
日

（
水
）

・
ホ
ー
ル
棟　

平
成
26
年
7
月
2

日（
水
）

　

な
お
、
施
設
の
利
用
申
込
み
は
、

会
議
室
が
使
用
月
の
6
カ
月
前
か

ら
、
文
化
ホ
ー
ル
は
使
用
月
の
12

カ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

《
問
合
せ
》
市
民
会
館

　

☎
23

0
2
5
5

　

FAX 

24

0
9
5
2

市
民
会
館
耐
震
工
事
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

休
館
の
お
知
ら
せ

▲放課後児童クラブの様子

平
成
25
年
度
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集

〈放課後児童クラブ一覧〉
名　称 開設場所（予定） 名　称 開設場所（予定）

豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園 竹野放課後児童クラブ 竹野小学校
豊岡第２放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園 府中放課後児童クラブ 府中小学校
八条放課後児童クラブ 八条認定こども園 日高放課後児童クラブ 日高小学校
八条第２放課後児童クラブ 八条小学校 日高第２放課後児童クラブ 日高幼稚園
三江放課後児童クラブ 三江幼稚園 静修放課後児童クラブ 静修小学校
田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野小学校 三方放課後児童クラブ 三方小学校
五荘放課後児童クラブ 五荘幼稚園 弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園
五荘第２放課後児童クラブ 旧五荘公民館 福住放課後児童クラブ 福住幼稚園
新田放課後児童クラブ 新田幼稚園 寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園
中筋放課後児童クラブ 中筋小学校 小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園
奈佐放課後児童クラブ 奈佐小学校 小野放課後児童クラブ 小野幼稚園
港西放課後児童クラブ 港西幼稚園 合橋放課後児童クラブ 合橋小学校
神美放課後児童クラブ 神美幼稚園 高橋放課後児童クラブ 高橋小学校
城崎放課後児童クラブ 城崎こども園 資母放課後児童クラブ 旧資母幼稚園
中竹野放課後児童クラブ 中竹野ふるさと館
※ただし、利用希望児童数により開設できない場合があります。
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今
年
も
間
も
な
く
雪
の
降
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路

交
通
の
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
歩
道
を
あ
ら
か
じ
め

除
雪
路
線
と
定
め
、
積
雪
深
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と

早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

道
路
の
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
！

■
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

家
周
辺
は
、
地
域
、
近
隣
の
皆
さ

ん
で
協
力
し
て
除
雪
し
て
く
だ
さ

い
。

■
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

　

家
周
辺
の
雪
を
道
路
へ
捨
て
る

と
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
危
険
で

す
の
で
、
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
道

路
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
路
上
駐
車
の
禁
止

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
が
あ

る
場
合
、
車
両
を
傷
付
け
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
そ
の
路
線
の
除

雪
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
除
雪
作
業
の
進
行
が
遅
れ
る
原

因
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
に
置
か
れ
て
い

る
植
木
鉢
や
ご
み
箱
、
看
板
な
ど

は
、
除
雪
作
業
で
破
損
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
撤
去
し
て
く

だ
さ
い
。

■
目
印
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
路
上

か
ら
撤
去
し
た
り
移
動
で
き
な
い

工
作
物
は
、
積
雪
時
に
も
位
置
が

分
か
る
よ
う
、
目
印
と
な
る
ポ
ー

ル
や
看
板
な
ど
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

■
排
雪
場
所（
豊
岡
地
域
の
み
）

　

雪
は
、
必
ず
次
の
2
カ
所
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

①
市
役
所
城
南
町
仮
庁
舎（
豊
岡

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）付
近「
あ

や
め
橋
付
近
排
雪
場
」（
4
ト
ン

車
ま
で
の
小
型
車
の
み
）

②
堀
川
橋
東
詰
付
近「
六
方
排
水

機
場
前
河
川
敷
排
雪
場
」

Q　

除
雪
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
？

A　

昨
年
度
は
30
年
ぶ
り
の
豪

雪
で
、
除
雪
作
業
費
用
は
約

4
億
5
千
万
円
で
し
た
。

　
　

市
が
1
日
で
除
雪
作
業
を
行

う
距
離
は
、
約
7
3
0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
は
豊
岡
市

か
ら
岩
手
県
花
巻
市
ま
で
の
直

線
距
離
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
長
大
な
除
雪
路
線
を
、
市

と
委
託
業
者
の
除
雪
機
械
約

1
6
0
台
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q　

除
雪
作
業
を
行
う
条
件
は
？

A　

市
で
は
、
12
月
1
日
か
ら
3

月
31
日
ま
で
を
除
雪
期
間
と
定

め
て
い
ま
す
。
積
雪
深
が
15
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と

除
雪
作
業
を
開
始
し
、
一
部
の

地
域
を
除
き
、
お
お
む
ね
午
前

8
時
30
分
ま
で
に
作
業
を
終
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が

A　

な
る
べ
く
早
く
除
雪
作
業
を

終
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

市
内
各
地
の
積
雪
の
状
況
や
路

上
駐
車
な
ど
の
影
響
で
、
や
む

を
得
ず
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
　

ま
た
、
断
続
的
に
雪
が
降
っ

て
い
る
場
合
は
、
再
度
の
除
雪

が
必
要
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

Q　

道
路
除
雪
に
よ
っ
て
玄
関
前

に
雪
の
塊
が
で
き
て
困
る
！

A　

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
道
路
交
通
の
確

保
を
最
優
先
に
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
と
お
願
い

皆
さ
ん
の
協
力
を
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

除
雪
作
業
Q
&
A

▲幹線道路の除雪をす
る除雪車

▲幹線道路の除雪をす
るロータリー車

▲幹線道路の除雪をす
る除雪車

▲除雪作業の妨げとなる路
上駐車

※
除
雪
作
業
に
関
す
る
問
合

せ
は
、
各
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
建
設
課

　

☎
23

1
1
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

《
国
道
・
県
道
に
関
す
る
問
合
せ
》

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
保
全
課
☎
26

3
7
5
3
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校
歌
の
中
に
は
、
学
校
の
歴

史
、
校
訓
な
ど
と
と
も
に
、
山
や

川
、
田
園
な
ど
、
地
域
が
大
切
に

し
て
い
る
多
く
の
風
景
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
校
歌
を
歌
う
こ

と
で
、
普
段
見
る
山
や
川
が
特
別

な
も
の
と
な
り
、
地
域
自
慢
の
風

景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

で
き
ま
す
。
校
歌
に
謳う
た

わ
れ
て
い

る
山
や
川
な
ど
の
風
景
は
、
人
々

の
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
記
憶
で

あ
り
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
風
景

で
す
。

《
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す風

景
》

　

円
山
川
と
出
石
川
が
合
流
す
る

　
「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」は
、
①
景

観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
②
景

観
を
形
づ
く
る
暮
ら
し
と
生な
り

業わ
い

③

景
観
の
意
味
を
伝
え
る
記
憶
や
物

語 

｜

の
三
つ
の
見
方
か
ら
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
景
観
の
意
味
を
伝
え

る
記
憶
や
物
語
を
掲
載
し
ま
す
。

　

景
観
は
、
基
盤
と
な
る「
地
形

的
、
自
然
的
要
素
」と
、
人
々
が

そ
の
中
で
暮
ら
し
築
い
て
き
た
歴

史
や
伝
統
、
文
化
、
生
業
な
ど
の

「
生
活
的
要
素
」が
、
密
接
に
関
わ

り
な
が
ら
重
層
的
に
形
づ
く
ら
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を「
豊

岡
、
風
景
の
も
の
が
た
り
」と
し

て
捉
え
、
私
た
ち
の
記
憶
に
残
る

豊
岡
ら
し
い
風
景
を
、
み
ん
な
の

資
産
と
し
て
大
切
に
守
り
育
て
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
神
話
か
ら
み
る風

景
の
成
り
立
ち
》

　

豊
岡
の
地
形
の
成
り
立
ち
を
説

明
す
る「
天あ
め
の
ひ
ぼ
こ

日
槍
の
国
開
き
伝
説
」

は
有
名
で
す
。
天
日
槍
が
村
人
た

ち
の
協
力
の
も
と
、
長
い
年
月
を

か
け
瀬
戸
の
大
岩
を
切
り
開
い
て

水
を
海
へ
流
し
出
す
と
、
大
地
が

顔
を
出
し
、
今
の
豊
岡
が
形
づ
く

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
小
学
校
の
校
歌
に
み
る
風
景
》

豊
岡
盆
地
の
南
端
付
近
か
ら
河
口

ま
で
の
約
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

勾
配
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
低
湿

地
状
の
土
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

湿
地
で
餌
を
採
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

生
息
に
も
適
し
た
環
境
が
生
み
出

さ
れ
、
か
つ
て
人
々
は
但
馬
牛
や

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
と
と

も
に
悠
然
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
や

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」な
ど
の

環
境
創
造
型
農
業
が
進
め
ら
れ
、

田
ん
ぼ
に
は
ト
ン
ボ
や
ド
ジ
ョ
ウ

な
ど
多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
、

か
つ
て
の
よ
う
に
自
然
と
共
生
す

る
人
々
の
暮
ら
し
や
田
園
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
風
景
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

《
地
域
の
風
土
を
支
え
る
歴
史
・

伝
統
・
文
化
の
風
景
》

　

豊
岡
の
各
地
に
は
祭
り
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
伝
統
行
事
が
多
く
残
っ

て
お
り
、
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ

現
在
も
な
お
地
域
の
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り

ま
す
。
本
市
の
祭
り
は
、
特
産「
杞

柳
・
か
ば
ん
産
業
」の
守
護
神
で

あ
る
柳
の
宮
の
ま
つ
り
、
城
崎
温

泉
の
だ
ん
じ
り
祭
り
、
江
戸
時
代

の
参
勤
交
代
の
様
子
を
伝
え
る
出

石
お
城
ま
つ
り
な
ど
が
有
名
で
す
。

ま
た
、
長
さ
約
1
・
5
メ
ー
ト
ル

の
大
わ
ら
じ
と
大
ぞ
う
り
が
神
木

に
神
の
履
物
と
し
て
奉
納
さ
れ
、

無
病
息
災
を
願
う
日
高
町
田た

ノの

口く
ち

の「
賽さ
い

の
神
ま
つ
り
」や
、
但
東
町

赤あ
か

野の

の「
太た

刀ち

振
り
」な
ど
、
各
区

独
特
の
行
事
が
多
く
継
承
さ
れ
て

お
り
、
行
事
当
日
は
古
来
か
ら
伝

わ
る
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
次
回（
1
月
25
日
号
）は
、「
風
景

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
」

を
掲
載
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

景
観
の
意
味
を
伝
え
る

記
憶
や
物
語

〜
人
々
の
記
憶
に
残
る
風
景
〜

景
観
シ
リ
ー
ズ
4

  
豊
岡
の
風
景
の
見
方
③
〜
景
観
の
意
味
を
伝
え
る
記
憶
や
物
語
〜

▲幻想的な但馬冨士（三開山）

▲多様な生きものが生き生き暮らす風景

▲太刀振り（但東町赤野）

▲円山川の朝霧に幾重にも重なる山並み
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運
動
は
何
歳
か
ら
始
め
て
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
。
効
果
を
出
す
た

め
に
は
正
し
い
方
法
で
行
う
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
で
は
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

※
次
回
の
教
室
参
加
者
募
集
は
、

平
成
25
年
2
月
の
予
定
で
す
。

第8号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年11月25日

健
康
か
わ
ら
版

　

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
は
、

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
運
動
教

室
で
す
。
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

で
、
ス
タ
ジ
オ
・
プ
ー
ル
・
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
活
用
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
ま
す
。

◆
仲
間
と
楽
し
く
!

　

週
1
回
、
小
グ
ル
ー
プ
制
で
行

う
、
初
心
者
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。
仲
間
と
楽
し
く
運
動
で
き
、

皆
さ
ん
、
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。

◆
参
加
者
の
効
果

〈
平
成
23
年
度
参
加
者
〉

○
筋
肉
率
の
維
持
・
改
善
率

　

60
・
5
%（
参
加
者
数
に
対
し

て
）※
最
大
で
6
・
8
%
の
改
善

○
体
脂
肪
率
の
維
持
・
改
善
率

　

57
・
9
%（
参
加
者
数
に
対
し

て
）※
最
大
で
13
・
1
%
の
改
善

　

簡
単
な
体
力
測
定
や
筋
肉
率
な

ど
の
体
組
成
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

運
動
相
談
で
は
、

自
宅
で
で
き
る
個
別

の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
し
ま
す
。

▽
開
催
日　

12
月
1
日（
土
）午
前

　

10
時
〜
午
後
8
時（
予
約
制
）

▽
料
金　

無
料

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
定
員　

50
人

▽
会
場　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

▽
申
込
み　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊

　

岡
総
合
受
付
窓
口

　

☎
24

0
5
8
2

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
運
動
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
し
て
開
始
し
た
笑

顔
あ
ふ
れ
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ「
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」は
、
貯
め
た

ポ
イ
ン
ト
で
、
小
・
中
学
校
な
ど

へ
の
寄
付
ま
た
は
温
泉
施
設
の
利

用
券
な
ど
への
交
換
が
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
な
ど
へ
の
寄
付

　

小
・
中
学
校
な
ど
へ
の
寄
付
を

希
望
す
る
方
は
、
12
月
28
日
ま
で

に
健
康
増
進
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
、
ま
た
は
参
加
申
込
書

を
提
出
し
た
学
校
な
ど
に
実
践
手

帳
を
添
え
て
申
請
す
る
と
、
本
年

度
中
に
、
寄
付
金
が
小
・
中
学
校

な
ど
に
送
ら
れ
ま
す（
1
月
以
降

の
申
請
は
、翌
年
度
に
な
り
ま
す
）。

　

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
が
社
会

貢
献
と
な
り
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
で
き

ま
す
。

温
泉
利
用
券
な
ど
へ
の
交
換

　

温
泉
施
設
な
ど
の
利
用
券
を
希

望
す
る
方
は
、
必
要
と
な
る
交
換

レ
ー
ト
に
達
し
た
と
き
に
実
践
手

帳
を
添
え
て
申
請
す
る
と
、
利
用

券
に
交
換
で
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
、

温
泉
入
浴
券
や
運
動
施
設
の
利
用

券
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

へ
の
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
の
仕
方
や
実
践
手
帳
の
記

入
方
法
な
ど
、
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
目
標
達

成
、
健
康
づ
く
り

に
つ
な
が
る
事
業

に
参
加
し
て
、
楽
し
く
、
賢
く
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ま
し
ょ
う
。

《
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
問
合
せ
》

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
24

1
1
2
7　

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

健
康
ポ
イ
ン
ト
の

交
換
を
始
め
よ
う
！

〜
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
〜

日
々
の
成
果
を
チ
ェッ
ク
！

「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

65
歳
か
ら
の
運
動
教
室

「
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」

▲筋トレマシン（エアロバイク）を活用

▲円になり、ストレッチをする

▲寄付金で大縄跳び用の縄を購入（日高小学校）
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◆
一
般
の
部

ま
だ
働
け
る
人
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
す　
　
　
　
　
　
（
西
村
光
生
）

新
天
地
も
ち
ろ
ん
庭
木
も
連
れ
て

行
く　
　
　
　
　
　
　
（
紫
敷
布
）

捨
て
た
ゴ
ミ
勿
体
無
い
と
拾
う
母

　
　
　
　
　
　
（
信
原　

聡
）

お
ば
ち
ゃ
ん
は
ケ
チ
や
な
い
で
ロ

ハ
ス
や
で　
（
旅
の
も
の
ナ
ス
ビ
）

も
っ
た
い
な
い
も
っ
た
い
な
い
の

年
に
な
り
母
想
う　
（
橋
本
広
子
）

マ
イ
カ
ッ
プ
地
味
な
職
場
の
色
彩

美　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川　

隆
）

オ
レ
の
腹
も
っ
た
い
な
い
が
詰

ま
っ
て
る　
　
　
（
長
谷
川
輝
之
）

母
か
ら
も
よ
く
云
わ
れ
た
な
こ
の

こ
と
ば　
　
　
　
　
（
初
田
稜
二
）

あ
の
世
か
ら
も
っ
た
い
な
い
と
祖

父
が
言
い　
　
　
　
（
花
岡
宏
明
）

逆
輸
入
も
っ
た
い
な
い
が
見
直
さ

れ　
　
　
　
　
　
（
花
岡
由
紀
子
）

も
っ
た
い
な
い
何
を
今
さ
ら
あ
た

り
ま
え　
　
　
　
　
（
花
房　

豊
）

大
根
は
も
っ
た
い
な
い
と
し
っ
ぽ

ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
（
霞
舟
）

も
っ
た
い
な
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

敷
か
ぬ
屋
根　
　
　
（
林　

善
隣
）

野
菜
ク
ズ
も
っ
た
い
な
い
と
堆
肥

に
し　
　
　
　
　
　
（
原
田
弘
一
）

見
つ
め
よ
う
今
の
暮
ら
し
の
あ
り

が
た
さ　
　
　
　
　
　
　
（
あ
き
）

冷
蔵
庫
奥
に
ミ
イ
ラ
の
皿
が
住
み

（
原
茂
敬
浩
）

ゴ
ミ
置
き
場
ま
だ
使
え
る
の
声
が

す
る　
　
　
　
　
（
樋
口
真
由
美
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

キ
ャ
ッ
プ
を
ね
鉛
筆
に
つ
け
る
と

輝
く
よ　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

買
っ
た
だ
け
欲
し
か
っ
た
だ
け

も
っ
た
い
な
い　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
使
わ
ず
す
む
よ
う

使
い
き
ろ
う　
　
　
（
中
山
彩
香
）

安
い
か
ら
と
大
量
買
い
は
ほ
ど
ほ

ど
に　
　
　
　
　
　
（
成
田
綾
香
）

も
っ
た
い
な
い
い
つ
し
か
祖
父
の

口
ぐ
せ
に　
　
　
　
（
成
田
里
菜
）

も
っ
た
い
な
い
ケ
チ
で
は
な
い
よ

エ
コ
な
だ
け　
　
　
（
二
位
雪
奈
）

さ
い
ご
ま
で
使
え
な
い
芯
捨
て
る

だ
け　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
ロ
ン
）

小
さ
な
努
力
毎
日
す
れ
ば
大
き
く

な
る　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

片
付
け
ず
次
々
買
う
の
は
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
西
岡
郁
香
）

冷
蔵
庫
我
が
家
に
来
て
か
ら
20
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

あ
り
が
と
う
い
え
な
い
あ
な
た

も
っ
た
い
な
い　
（
顔
！！
ま
る
！！
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

認
知
症
は
、
家
族
だ
け
で
介
護

す
る
こ
と
が
難
し
い
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、
親
戚
・
友
人
・
近
隣

の
方
な
ど
に
症
状
や
日
常
生
活
の

様
子
を
伝
え
、
援
助
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
族
が
認
知
症
に
な
る
と
、
責

任
感
の
強
い
方
ほ
ど
誰
に
も
言
わ

ず
抱
え
込
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
は
長
期
的
な

介
護
が
必
要
で
、
介
護
の
方
法
に

よ
り
妄
想
、
幻
覚
、
徘
徊
と
い
っ

た
行
動
・
心
理
症
状
を
増
強
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
だ
け
で
担に
な

お
う
と
せ
ず
、

医
師
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

積
極
的
に
医
療
や
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

適
切
な
医
療
の
提
供

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
鑑
別
診
断　
　

　

認
知
症
か
ど
う
か
の
鑑
別
を
行

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
巡

　

回
相
談（
予
約
制
）

 

専
門
的
な
ケ
ア
の
提
供

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

本
人
の
生
き
が
い
や
家
族
の
介

護
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
本
人

の
状
態
に
あ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
お
話

　

④
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
?

　

市
で
は
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、ま
ず
、認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

認
知
症
の
介
護
を

　

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

《各地域包括支援センター》
センター名 住所 電話

豊岡地域包括支援センター 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎町湯島625-9 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター　竹野分室 竹野町須谷1478 47-1425
日高地域包括支援センター 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター　但東分室 但東町出合433-1 54-0515

《相談日時・場所》
日時 場所

12月５日（水） 城崎健康福
祉センター

平成25年
３月13日（水）

総 合 健 康
ゾーン健康
福祉施設

※時間は午後１時30分～
※予約制。各地域包括支援セ
ンターに相談してください。

地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
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し
た
方

　

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
紛
失
な

ど
の
照
会
先（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
照
会
用
電
話
番
号

　

0
5
7
0

0
7
0

1
1
7

・
I
P
電
話

　

03

6
7
0
0

1
1
3
0

▽
受
付
期
間　

平
成
25
年
3
月
15

日（
金
）ま
で

Q
　
社
会
保
険
料
控
除
と
は
何
で

す
か
?

A　

自
身
の
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
）

を
納
め
た
と
き
や
、
配
偶
者
や

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
年
末
調
整
ま
た
は
確
定

申
告
を
す
る
と
き
に「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
は
が
き
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
そ
の
全
額

が
納
付
し
た
方
の
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。
自
身
の
社

会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
家

族
分
の
控
除
証
明
書
も
必
要
で
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届

く
時
期

○
1
〜
9
月
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
1
年
間

に
納
付（
納
付
書
の
期
限
納
付
と

口
座
引
落
は
予
定
分
を
含
む
）し

た
額
を
証
明
し
た
も
の
が
、
毎
年

11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
10
〜
12
月
ま
で
の
間
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
12
月
8
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
12
月
3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17

日（
月
）・
25
日（
火
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

子
な
ど
の
負
担
す
べ
き
社
会
保

険
料
を
納
め
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
申
告
で
き
る
金
額
は
、

今
年
中
に
納
め
た
額
で
す
。

　
　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
で
、

　

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
社
会

保
険
料（
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
保
険
な
ど
）は
、
事
業
所
で

一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

自
身
が
申
告
書
に
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
所
が

把
握
で
き
な
い
、
自
身
が
納

め
た
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
等
）を
申
告
書

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
10
月
1
日
以
降
に
控
除
証
明

書
の
証
明
欄
に
あ
る「
納
付
済

額
」や「
見
込
額
」以
上
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
と
き
は
、

ど
の
よ
う
に
申
告
す
れ
ば
い
い

で
す
か
?

A　

12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
保

険
料
は
、
今
年
の
申
告（
控
除
）

の
対
象
で
す
の
で
、
控
除
証
明

書
の「
納
付
済
額
」（「
見
込
額
」

が
あ
る
場
合

は
、
合
計

額
）に
追
加

で
納
め
た
保

険
料
額
を
合

算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
の

際
は
、
11
月

に
届
い
た
控

除
証
明
書
と

追
加
で
納
め

た
保
険
料
の
領
収
証
書
な
ど
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
領
収
証
書
を
紛
失
し

た
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
を
利
用
し
て
納
め
た
方

は
、
控
除
証
明
書
の
証
明
日
以

降
に
納
め
た
保
険
料
を
反
映
さ

せ
て
再
発
行
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
の
で
、
上
記
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
か
ら
お
お
む
ね
1
週
間
程
度

で
直
近
の
納
付
実
績
に
基
づ
い

た
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す
。

Q
　
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
が
納
付

書
が
見
あ
た
ら
な
い
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
で
す
か
?

A　

納
付
書
の
再
発
行
は
豊
岡
年

金
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

納
付
期
限
か
ら
2
年
以
内
で
あ

れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
保
険
料
の
免
除
等
の
承
認
を

受
け
て
い
る
期
間
や
後
納
制
度

を
利
用
し
た
場
合
は
、
過
去
10

年
前
ま
で
納
付
可
能
で
す
）。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の

よ
く
あ
る
質
問

曜日 時間

月 　午前８時30分
　　　　～午後７時

火～金 　午前８時30分　　～午後５時15分

第２土 　午前９時30分　　　　～午後４時
※祝日、12月29日（土）～1月３日
（木）を除く
※月曜日が祝日の場合、翌日に時
間延長
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11
月
21
日
か
ら
太
陽
が
沈
ま

な
い
白
夜
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
夜
前
の
1
カ
月
間
は
、
夜

に
な
っ
て
も
真
っ
暗
に
な
る
時

間
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全
体
的

に
薄
明
る
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
オ
ー
ロ
ラ

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
の

オ
ー
ロ
ラ
観
察（
10
月
14
日
）で
、

今
ま
で
に
な
い
一
番
色
付
い
た

オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
感
動
的
な

オ
ー
ロ
ラ
は
め
っ
た
に
な
い
そ

う
で
、
良
い
思
い
出
に
な
り
そ

う
で
す
。

　

昨
年
11
月
25
日
に
日
本
を
出
発

し
、
ち
ょ
う
ど
1
年
が
経
ち
ま
し

た
。
来
月（
12
月
中
旬
）に
は
、
第

54
次
隊
が
昭
和
基
地
に
到
着
し
ま

す
。
今
は
自
分
の
業
務
以
外
に
、

全
員
が
協
力
し
て
、
第
54
次
隊
受

入
れ
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
い
ま

さ
ら
な
が
ら
、
第
52
次
隊
の
あ
り

が
た
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑪
最
後
の
オ
ー
ロ
ラ

か
ら
は
、
短
い
南
極
の
夏
に
向
け
、

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務

が
山
積
み
で
す
。
し
ば
ら
く
体
力

勝
負
に
な
り
そ
う
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

̶

U
V
印
刷
と
は
ど
の
よ
う
な
技

術
で
す
か
？

　

通
常
印
刷
で
は
、
紙
を
乾
か
す

工
程
で
、
Vブイ
オ
ー
シ
ー

O
C
と
い
う
大
気
汚

染
物
質
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
U
V

印
刷
は
、
紫
外
線
で
イ
ン
ク
を
硬

化
さ
せ
ま
す
の
で
、
乾
か
す
工
程

が
な
く
な
り
、
大
気
を
汚
染
し
ま

せ
ん
。

̶

F
S
C
認
証
紙
と
は
、
ど
の
よ

う
な
紙
で
す
か
？

　

F
S
C
と
は
、
森
林
管
理
協
議

会
と
い
う
森
林
の
維
持
管
理
を
目

的
と
し
た
国
際
機
関
で
す
。
こ
の

マ
ー
ク
の
入
っ
て
い
る
紙
は
、
む

や
み
に
伐
採
さ
れ
た
木
で
は
な
く

「
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
」か
ら

伐
採
さ
れ
た
木
で
作
ら
れ
て
い
る

̶

環
境
対
応
型
印
刷
技
術「
エ
コ

プ
リ
」と
は
？

　

水
な
し
印
刷
、
Uユー
ブ
イV
印
刷
、

Fエフ
エ
ス
シ
ー

S
C
認
証
紙
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ

ン
キ
の
四
つ
の
環
境
技
術
・
素
材

を
組
み
合
わ
せ
て
、
環
境
に
優
し

い
印
刷
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

を
、
当
社
で「
エ
コ
プ
リ
」と
名
付

け
ま
し
た
。

̶

水
な
し
印
刷
と
は
ど
の
よ
う
な

技
術
で
す
か
？

　

通
常
印
刷
で
は
、
イ
ン
キ
と
水

を
使
用
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

印
刷
方
法
で
は
、
水
の
代
わ
り
に

シ
リ
コ
ン
加
工
し
た
版
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
廃
水
を
出
さ
ず
、
環

境
に
負
荷
を
か
け
ま
せ
ん
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
北
星
社（
上
佐
野
）

̶

環
境
対
応
型
印
刷
技
術「
エ
コ
プ
リ
」̶

企業紹介

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

̶

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

再
生
産
可
能
な
植
物
性
の
油
や

廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
再

生
油
を
、
一
定
の
基
準
量
以
上
含

有
し
た
イ
ン
キ
の
こ
と
で
す
。
現

在
の
印
刷
業
界
で
は
一
般
的
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
当

社
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

̶
印
刷
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

水
を
使
用
し
た
印
刷
は
難
し
く
、

技
術
者
の
養
成
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
が
、
水
な
し
印
刷
は
短
期

間
で
技
術
者
の
育
成
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
U
V
印
刷
を
使
え
ば
、
自

然
乾
燥
さ
せ
る
時
間
が
い
ら
な
い

の
で
、
早
い
納
期
に
も
対
応
で
き

ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

環
境
に
良
い
商
品
で
あ
る
こ
と

を
付
加
価
値
と
し
て
Pピーア
ー
ルR
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
は
通
常
、

乾
燥
な
ど
に
Lエル
ピ
ーP
ガ
ス
を
消
費
し

ま
す
の
で
、
今
後
は
省
エ
ネ
化
も

検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
市
産
業
技
術
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
テ
ク
ナ
ビ
豊
岡
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://tech-navi.city.
toyooka.lg.jp/

▲感動的なオーロラ

▲水なし印刷

▲FSC認証紙

▲ベジタブルインキ

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5
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平
家
落
人
伝
説
を
あ
る
く

平
家
落
人
伝
説
に

ま
つ
わ
る
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

を
訪
ね
て
…

城 崎城 崎

三
原
谷
の
川
の
風
ま
つ
り

自
然
↓
食
↓
そ
し
て
ア
ー
ト

竹 野竹 野

但
馬
高
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
き
く
育
て　

若
い
ア
ー
ト
の
芽

豊 岡豊 岡

▲国指定重要文化財である温泉寺の宝篋印塔（供養塔な
どに使われる仏塔の一種）の解説を聞く参加者ら

　

11
月
3
日
、
但
馬
高
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
豊
岡
高
等
学
校
や

日
高
高
等
学
校
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
サ
ロ
ン
に
は
書
道
や
絵
画
の
力
作
が
並
び
、

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
や
演
劇
を
披
露
。
日
高

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の「
は
ば
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
」の

演
奏
時
に
は
、「
は
ば
タ
ン
」が
客
席
を
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
演
劇
部
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

事
業「
い
わ
き
総
合
高
校
豊
岡
公
演
」の
ス
タ
ッ
フ
・

高
校
生
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
演
劇

を
上
演
す
る
と
、
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

司
会
の
甲こ

う

野の

彩あ
や

絵え

さ
ん（
豊
岡
総
合
高
校
2
年
）が

「
今
後
も
高
校
生
が
力
を
合
わ
せ
開
催
で
き
る
よ
う
、

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」と
結
び
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
城
崎
地
域
内
の
平
家
落
人
伝
説
に
ま

つ
わ
る
宝
篋
印
塔
な
ど
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト（
豊
岡
市

歴
史
文
化
遺
産
活
用
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
主

催
）が
行
わ
れ
、市
内
外
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

城
崎
総
合
支
所
を
出
発
し
た
参
加
者
は
、
桃
島
や

弁
天
山
、
極
楽
寺
、
温
泉
寺
な
ど
の
宝
篋
印
塔
を
順

次
見
学
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
の
違
い
や
、
塔
に
使
わ
れ

た
石
、
刻
ま
れ
た
文
字
･
図
柄
に
よ
り
作
ら
れ
た
年

代
や
地
域
が
分
か
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

前
泊
で
参
加
し
た
三
浦
佳
代
子
さ
ん（
相
生
市
）は

「
弁
天
山
の
塔
が
越え

っ

中ち
ゅ
う

次じ

郎ろ

兵べ

衛え

盛も
り

嗣つ
ぐ（

平 

盛
嗣
）の

供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、

勉
強
に
な
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
と
28
日
の
2
日
間
、旧
大
森
小
学
校（
竹

野
町
桑
野
本
）で
、〝
自
然
と
食
と
ア
ー
ト
〞を
テ
ー

マ
に
三
原
谷
の
川
の
風
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
会
長
の
小
山　

一は
じ
め

さ
ん
は「
毎
年
、

近
隣
の
区
が
協
力
し
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

開
催
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
料
理
人
の
指
導
を
受
け
て
作
る
三
原

谷
御
膳
を
提
供
す
る「
学
校
レ
ス
ト
ラ
ン
」や「
学
校

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、「
ふ
れ
あ
い
市
場
」な
ど
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
島
根
県
大
田
市
の
土つ

ち

江え

子
ど
も
神か

ぐ
ら楽

団
の

公
演
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
る
姿
に
来
場
者

か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲アートディレクターズは、高校の部活動予算会議
の様子を描いた「七人の部長」を熱演

▲演目｢大
おろ ち
蛇｣を披露する土江子ども神楽団の子どもたち
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赤
花
そ
ば
ま
つ
り

今
年
の
そ
ば
は
最
高
の
出
来
！

皆
さ
ん
食
べ
に
来
て
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲走行する列車を、大人も童心に帰って見入る。走行中
に脱線することも…

　

10
月
27
日
と
28
日
の
2
日
間
、
Ｊ
Ｒ
江
原
駅
前
の

サ
ン
ロ
ー
ド
特
設
会
場
で
、
N
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
原
駅
周
辺
の
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
か
つ
て
の
江
原
駅
前
周
辺
の
ま
ち

並
み
が
、
写
真
な
ど
の
資
料
を
基
に
情ジ

景オ

模ラ

型マ

で
再

現
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ら
は
、
持
参
し
た「
車
両
」を
走
行
さ
せ
た

り
、
運
転
操
作
を
体
験
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
石
澤
雄
一
郎
さ
ん
は「
N
ゲ
ー
ジ

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
来
場
者
に
大
い
に
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も
定
着
さ
せ
、
継

続
さ
せ
た
い
」と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲新そばの香りに包まれながら、淡い青緑色に輝く十割
そばに舌鼓を打つ来場者ら

　

11
月
3
日
、
赤
花
そ
ば
の
郷（
但
東
町
赤
花
）で
、

赤
花
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
は
上
が
り
、
時
折
晴
れ
間
も
の
ぞ

く
中
、
収
穫
し
た
て
の
新
そ
ば
を
味
わ
お
う
と
、
大

勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

広
場
で
は
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

景
品
付
き
餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
郷
に
は
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
あ
り
、
神
戸
市
か
ら
訪

れ
た
オ
ー
ナ
ー
が
、
自
分
で
育
て
た
ソ
バ
を
収
穫
し

て
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
、
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
郷
生
産
組
合
長
の
本
田
重
美
さ
ん
は
、「
今
年
は

収
穫
量
も
多
く
最
高
の
出
来
。
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園　

秋
の
収
穫
祭

地
域
の
元
気
を
発
信
！

台
風
23
号
の
復
興
に
感
謝
を
込
め
て

出 石出 石
　

10
月
21
日
、
鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園
交
流
広
場
で
、

第
6
回
秋
の
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
農
園
は
、
貸
し
農
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
10
月
、
台
風
23
号
の
影
響
で
、
1
メ

ー
ト
ル
以
上
浸
水
。
こ
の
祭
り
は
、
そ
の
復
興
に
協

力
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
復
興

し
た
区
民
の
元
気
の
発
信
や
収
穫
へ
の
感
謝
な
ど
を

込
め
て
、
平
成
19
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
餅
つ
き
、
収
穫
体
験

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
お
米

や
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご

飯
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

▲サツマイモ掘り体験。「土」の中から出てくる大きなサ
ツマイモに、子どもたちはビックリ

Ｎ
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
但
馬

子
ど
も
の
目
の
輝
き
に
負
け
じ
と

大
人
も
つ
い
つ
い
熱
中
‼
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曽
祖
父
の
出
身
地「
出
石
」で
個
展
を
開
催
中
の
元
気
な

女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｋけ

い

こ

Ｅ
ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬ば

ん

桂け
い

さ
ん（
本
名
・
植
村
桂
子
）泉
町

宇
宙
、自
然
を
感
じ
な
が
ら
生
ま
れ
る
舞ま

い

書し
ょ

見
る
人
々
の
魂
を
揺
さ
ぶ
るライブで描いた｢昨日の月｣の前でKEiKO＊萬桂の世界展の様子

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ト
リ
エ
で
は
夜
、
月
や
波

を
感
じ
な
が
ら
、
書
き
た
い
衝
動

が
高
ま
る
ま
で
ひ
た
す
ら
待
ち
続

け
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感

じ
た
と
き
に
一
気
に
描
き
上
げ
る
。

ラ
イ
ブ
で
は
、
い
ろ
ん
な
出
会
い

の
中
で
特
別
な
場
所
、
特
別
な
瞬

間
に
感
じ
た
も
の
を
描
く
。
祈
り
、

自
分
を
追
い
込
み
、
爆
発
さ
せ
る
。

自
分
が
自
分
で
は
な
く
、
何
か
に

突
き
動
か
さ
れ
て
描
い
て
い
る
感

じ
。
そ
う
し
て
会
場
と
一
体
に
な

り
作
品
を
生
み
出
す
」と
作
品
作

り
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
に
は
、
ラ
イ
ブ

で
描
い
た「
昨
日
の
月
」の
ほ
か
、

因
州
和
紙
に
描
い
た「
誰た

そ
か
れ
」、

新
作
の
屏
風「
久く

遠お
ん

」な
ど
を
展
示
。

和
紙
に
描
い
た
作
品
は
、
ラ
イ
ト

で
照
ら
さ
れ
て
行
灯
の
よ
う
に
浮

か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
非
日
常

空
間
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
神
秘
の
世
界
に
足

を
踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

出石城跡・西の郭での舞書パフォーマンス

キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

活
動
し
ま
す
。
小
泉
今
日
子
な
ど

著
名
人
の
ド
レ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

雑
誌「
明
星
」な
ど
に
も
掲
載
さ
れ

話
題
に
。
平
成
14
年
に
は「
日
本

ア
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」を
は
じ

め
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
パ
リ
で
個
展
を
開

催
し
、
こ
こ
で
初
め
て
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
こ
れ
が

今
の「
舞
書
」の
原
点
と
な
り
ま
す
。

　

曽
祖
父
は
、
但
馬
に
お
け
る
倦け

ん

鳥ち
ょ
う

派は

俳
句
の
始
祖
と
い
わ
れ
た
植

村
萬ば

ん

頃け
い（

1
8
7
3
〜
1
9
2
5
）。

作
家
名
の「
萬
桂
」は
、
そ
の
雅
号

を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

萬
桂
さ
ん
は「
初
め
て
曽
祖
父

の
俳
画
を
見
た
と
き
、
自
分
と
共

通
し
て
い
る
も
の
に
触
れ
た
感
覚

を
受
け
た
。
曽
祖
父
は
、
自
然
の

中
で
感
じ
た
も
の
を
俳
句
･
俳
画

に
し
て
お
り
、
私
の
中
に
も
そ
の

感
性
が
流
れ
て
い
る
と
感
じ
た
」

と
話
し
ま
す
。

自
然
か
ら
感
じ
た
も
の
を
表
現

　

萬
桂
さ
ん
の
作
品
は
、
墨
を
基

調
に
し
て
パ
ス
テ
ル
や
カ
ラ
ー
ス

プ
レ
ー
、
砂
な
ど
で
抽
象
表
現
し

た
も
の
で
、
最
近
で
は
金
屏
風
や

大
判
の
手て

漉す

き
和
紙
な
ど
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
墨
を
溶
く
水
に
は
、

山
奥
か
ら
湧
き
出
る
霊
水
な
ど
を

　

秋
の
夜
。
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た

空
気
の
中
、
天
か
ら
魂
を
吹
き
込

ま
れ
た
か
の
よ
う
に
、
一
人
の
女

性
が
和
紙
の
上
を
舞
う
…
。

舞
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

豊
岡
市
出
身
で
、
鳥
取
県
岩
美

町
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬
桂
さ
ん
の

企
画
展「
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬
桂
の

世
界
展〔
12
月
11
日（
火
）ま
で
〕」

を
、
伊
藤
清
永
美
術
館（
出
石
町

内
町
）で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
11
月
２
日
の

夜
、
出
石
城
跡
の
西
の
郭く

る
わ

、
か
が

り
火
が
照
ら
す
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、

萬
桂
さ
ん
は
特
大
の
因
州
和
紙
に

踊
る
よ
う
に
描
く「
舞
書
」と
呼
ぶ

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

萬
桂
さ
ん
と
流
れ
る
音
楽
、
場
の

空
気
が
醸
し
出
す
独
特
の
世
界
に

来
場
者
は
息
を
の
み
ま
し
た
。

　

作
品『
昨
日
の
月
』を
仕
上
げ
た

萬
桂
さ
ん
は「
曽
祖
父
の
故
郷
の

出
石
で
舞
書
が
で
き
て
光
栄
。
皆

さ
ん
と
時
間
、
空
間
を
共
有
し
て

一
体
に
な
れ
た
」と
話
し
ま
す
。

曽
祖
父
の
感
性
を
受
け
継
ぐ
…

　

豊
岡
で
生
ま
れ
た
萬
桂
さ
ん
は
、

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
祖
父
母
や
母
か

ら
書
道
を
学
び
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
に
上
京
。
大
学
で
は
染
色
デ

ザ
イ
ン
を
専
攻
し
、
卒
業
後
は
テ

▲趣味はガーデニング

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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12月の予定



施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第15回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

■平成24年度兵庫県地域づくり活動基
盤整備事業 プラザdeセミナー第７回
｢コミュニケーション力向上講座｣
　受講生募集
　NPO活動を社会に伝えるために必要なコミュニ
ケーション力･発信力を磨く方法を学びましょう。

■第９回ミュージックア・ラ・カルト
　出演者変更のお知らせ

　12月15日（土）に開催する第９回ミュージックア・
ラ・カルトの出演者が変更になりましたのでお知
らせします。
　マロニエガールズは出演しません。
　フリーサウンドオーケストラが出演します。

■とよおか･シネマオアシスvol.9
　『マジック･ツリーハウス』
　本の世界を旅する大冒険ファンタジー

■スターダスト･レビュー
　ライブツアー「Ｂ.Ｏ.Ｎ.Ｄ」
　精力的なライブパフォー
マンスで圧倒的な人気を博
すスターダスト･レビュー
の全国ライブツアー

■とよおか･シネマオアシスvol.10
　『奇跡』
　子どもたちの輝きと、家族の
温かさを描いた感動の物語

■森山良子コンサートツアー2012～2013
　～すべてが歌になっていった～
　「この広い野原いっぱい」など
を生み出した森山良子のステー
ジです。

　12月22日（土）
　　上映10：30（開場10：00）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　12月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　３月16日（土）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定6,500円（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　３月８日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日
　友の会　12月15日（土）～　一般　12月22日（土）～

　１月20日（日）　
　　２回上映
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由  一般1,000円 中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　１月11日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　12月8日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定5,500円
　　　　　（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月30日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

■第97回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

　12月23日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　DASCHIKE
　　　　　（だしけえ）
◇内　容　金管楽器の演奏
◇曲　目　クリスマスメドレー　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場としてご利用ください。

　１月12日（土）　開演14：00
　　　　　　　　  （開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、
　　　　　たんたん落語笑年団
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下300円
◇一時保育　12月28日（金）までに申し込みください。

◇日　時　12月15日（土）午後１時～２時30分
◇場　所　豊岡市民プラザ　
◇対　象　自団体の活動や思いを相手に伝えたい、コ

ミュニケーション力を高めたい方など
◇内　容　コミュニケーション力向上講座
◇定　員　20人程度
◇参加費　無料
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに氏名
（団体名）、電話番号を記入の上、持参、郵送、また
はファックスで申し込みください。

◇申込期限　定員に達するまで

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館でも購入できます。
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平成24年11月1日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳+外国人登録総数）

!"月の主な行事
DECEMBER

平成24年

15（土）パパと遊ぼうデー
（10：30～出石子育てセンター）

市民ふれあいの集い　パートⅡ
（13：00～市民会館）

いのちへの共感に満ちたまちづくり事業第
２弾（13：00～日高文化体育館）
第９回ミュージックア・ラ・カルト

（19：00～豊岡市民プラザ）
クリスマス・ジャズコンサート

（19：00～道の駅｢神鍋高原｣内）

16（日）
17（月）
18（火）
19（水）グリム童話誕生200年｢グリム童話の世界」

（図書館本館、～27日）

20（木）
21（金）たまごボーロスペシャルたいむ

（14：00～子育て総合センター）

22（土）とよおか・シネマオアシスvol.９「マジック・
ツリーハウス」（10：30～市民会館）

23（日）天皇誕生日
X
クリスマス

masだよ！パパと遊ぼうD
デ ー

AY！
（10：00～日高子育てセンター）

24（月）振替休日かにサンタのクリスマスイベント
（10：30～JR城崎温泉駅前）

25（火）消防団年末警戒（市内全域、～30日）

26（水）
27（木）絵本の読み聞かせと折り紙

（10：30～城崎子育てセンター）

28（金）
29（土）
30（日）
31（月）
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